
釧路農業改良普及センター作成 平成２８年１月 
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今
月
は
、
昨
年
の
気
象
と
収
穫

状
況
を
振
り
返
り
、
牧
草
成
分
の

追
跡
調
査
、
サ
イ
レ
ー
ジ
分
析
値

か
ら

H

27
年
産
１
番
牧
草
サ
イ
レ

ー
ジ
の
傾
向
を
解
説
し
ま
す
。 

  

６
月
に
低
温
が
あ
っ
た
も
の
の
、

生
育
期
間
の
気
温
は
高
め
で
日
照

は
多
く
、
生
育
ス
テ
ー
ジ
が
早
ま

り
ま
し
た
。
収
穫
は
平
年
よ
り
３

日
早
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
（
表
）
。 

 

萌芽期 出穂始 出穂期

H27 4/29 6/12 6/17

平年 4/22 6/18 6/22

収穫始 収穫期 収穫終

H27 6/21 6/29 7/9

平年 6/24 6/29 7/10 

 

図
１
は
、
チ
モ
シ
ー
生
育
期
間

の
分
析
値
で
す
。
生
育
が
早
ま
っ

た
こ
と
で
、
６
月

20
日
に
は
栄
養

成
分
が
目
標
値
を
下
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
降
雨
の
影
響
で
牧
草
水
分

が
高
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

 

図
２
は
、
地
域
内
で
分
析
し
た

細
切

サ
イ

レ

ー
ジ(

88
点)

の
内
、

良
質
な
成
分
値
を
示
し
た
割
合
の

グ
ラ
フ
で
す
。
Ｔ
Ｄ
Ｎ
が
低
く
、

セ
ン
イ
含
量
が
高
い
サ
イ
レ
ー
ジ

が
多
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

○
ま
ず
は
粗
飼
料
を
分
析
し
て
み

ま
し
ょ
う
。 

牧
草
水
分
が
高
い
場
合
、
酪
酸

発
酵
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
発
酵
品
質
が
悪
け
れ
ば
、
併

給
飼
料
の
利
用
を
検
討
し
ま
す
。 

 

○
Ｃ
Ｐ
や
Ｔ
Ｄ
Ｎ
が
低
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。 

乳
量
の
低
下
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
む
や
み
に
濃
厚
飼
料
を
増
や

す
と
、
ア
シ
ド
ー
シ
ス
の
原
因
に
。

飼
料
給
与
の
メ
ニ
ュ
ー
や
、
給
与

回
数
を
工
夫
し
、
ル
ー
メ
ン
の
安

定
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

 

○
セ
ン
イ
含
量
が
高
い
た
め
、
乾

物
摂
取
量
の
低
下
の
心
配
が
あ
り

ま
す
。 

ラ
ッ
プ
利
用
農
家
の
方
は
、
切

断
給
与
な
ど
の
工
夫
を
考
え
ま
し

ょ
う
。
ま
た
消
化
性
の
高
い
繊
維

質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
飼
料
の
増
給
を

検
討
し
ま
す
。 

（
例
）
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
の
増
給
、

大
麦
や
圧
ペ
ン
コ
ー
ン
の
増
給
他 

H

27
年
産
サ
イ
レ
ー
ジ
を
給

与

す
る
際
の
注
意
点 

は
平
年
よ
り
６
日
早
ま
っ
た
。 

サ
イ

レ
ー

ジ
の

分

析
結

果
も
栄

養
価
は
や
や
低
い
傾
向 

は
平
年
よ
り
６
日
早
ま
っ
た
。 

６
月

20
日
以
降
に
収
穫
さ
れ
た

牧
草
は
栄
養
価
が
低
い
傾
向 

出
穂
始
は
平
年
よ
り
６
日
早
ま

っ
た 

図１  チモシーの栄養成分の推移（ H27 年普及センター調べ） 

表  弟子屈町における H27 年の

牧草生育 (上 )と収穫状況 (下 )  

図２  良質な栄養価のサイレージ割合  


